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HOSOO GALLERY「Texture from Textile」展　
6月４日（土）より開催スタート

株式会社細尾（京都市中京区）が運営する「HOSOO GALLERY」は、2022年6月4日（土）より

「Texture from Textile」展を開催いたします。

「Texture from Textile」は、HOSOOがこれまで展開してきたインテリア素材や家具、アートピースな

どのプロダクトラインをシリーズとして展示し、HOSOO FLAGSHIP STOREや、本展で展示している家

具の設計を手掛けた、HOSOO architectureの代表であり建築家の細尾直久氏とともに、織物を「今

日の建築思想」を更新する手がかりとしてとらえ、継続的な建築史のリサーチを展開していくものです。

「Texture from Textile」展は、「織物から建築へ」をテーマとし、Vol. 1となる本展では「コンストラ

クションの系譜」と題し、家具や壁紙といったインテリアを建築の付属品として捉えるのではなく、人々

の生活をコンストラクション（建設）するパートナーとしての側面に焦点を当てます。

アドルフ・ロースはエッセイ、『被覆の原則について』（1898年）の中で、建築を「絨毯（織物）」と「骨

組み」に分解し、建築を絨毯による囲いから派生した「被覆」の延長としてとらえました。またロースは、

絨毯の素材について、空間の目的を明確にする感覚をあたえるものとして説明しています。ロースのこ

れらの理論は、構造ありきで考えられてきた建築において、空間を覆う素材の役割に優位性を見出し

た極めて重要なものでした。19世紀にはジャカード織機の普及により、織物による壁紙の室内装飾が

全盛を極めました。しかし、20世紀、構造の材料そのものの純粋性を追求したモダニズムの興りにより、

建築の構造を覆う織物による室内装飾は、建築の表舞台から姿を消していきます。しかし、今日さま

ざまな新規素材が織り込める織物の進化により、新しい素材によるテクスチャーが次々に誕生し、室内

装飾による新たな空間表現が可能になってきました。このような織物の進化は、現代建築における素

材の役割に新しい着想をあたえ、建築史における装飾性やインテリアの諸問題について再び議論を

促しつつあります。

HOSOOでは、1200年の歴史を持つと言われる最高峰の精緻な紋織物の製織技術を生かし、ジャ

カード織機による先端的なインテリアのコレクション開発に取り組んできました。本展では、これまでに

開発したコレクションを実際に触れていただけるような形態で展示いたします。

また、本展の空間構成は、建築家・細尾直久がインテリアのある空間を舞台として見立てて設計す

ることで、コンストラクションの系譜を現代の文脈へと再接続する試みでもあります。
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＜ABOUT HOSOO GALLERY＞
HOSOO GALLERYは、西陣の老舗「細尾」が運営するアートギャラ
リーとして、2019年9月に設立されました。布は古来、人の生活の身
近にありながら、人間の美意識を表現するために様 な々技術的、技
巧的進化を遂げてきた最古のメディウムです。多様な時代、文化、そし
て未来の社会を創造していく手立てとして、染織に焦点を当て、「美と
は何か」「人間とは何か」といった根源的な問いに迫りたいと考えてい
ます。HOSOO GALLERYでは、幅広い専門家との協働を通して、アー
トやデザイン、工芸、サイエンスなど、多角的な視点から染織を扱う企
画展示を中心に開催しています。

プレスお問い合わせ先

株式会社細尾　広報：武田多英子・萩原綾香

press@hosoo.co.jp

＜展覧会概要＞
会期：2022年6月4日（土）‒2022年 12月27日（火） 

会場：HOSOO GALLERY　京都市中京区柿本町412　075-221-8888

開館時間：10:30‒ 18:00 （祝日を除く、入場は閉館の 15 分前まで）

入場料：無料　www.hosoogallery.jp


